
 

入札監理小委員会における審議結果報告 

（警察庁）行政情報管理システム業務プログラムＩ・Ⅱ 

開発及び保守業務 
 

  

警察庁の「行政情報管理システム業務プログラムＩ・Ⅱ開発及び保守業務」

について、当該民間競争入札実施要項（案）を入札監理小委員会において審議

したので、その結果（主な論点と対応）を以下のとおり報告する。 

 

１ 事業の概要及びこれまでの経緯について 

○公共サービス改革基本方針（平成 26年 7月 11日閣議決定）別表において選

定された案件である。 

○「行政情報管理システム」は、警察行政事務に必要な各種情報を、警察庁の

電子計算機で一元的に管理し、都道府県警察からの様々な照会に対し迅速に

回答することにより、適正かつ効率的な警察活動を支えている。 

本業務は、この「行政情報管理システム」に関し、計 11業務の「プログ

ラム開発・保守」を行うものである。 

○調達（契約）は、「プログラムⅠ」（全６業務）と、「プログラムⅡ」（全５業

務）の別に、２本立てで行う。 

 

２．市場化テストの実施に際して、警察庁が行った取組について 

主に以下の点を変更し新規参入を促進。 

○プログラムの開発・動作環境に影響を与える OS（オペレーティングシステ

ム）、Web サーバプログラムについては、オープンソース製品を指定するこ

とで、特定事業者に依存すると考えられる箇所を排除している。 

○本システムと都道府県システムとの間の通信手順についても、前回の調達ま

では警察庁独自の通信手順で構築していたが、今回の調達では標準的な通信

手順で構築することとしている。 

  

３．実施要項（案）の審議結果について 

 【論点１】確保されるべき対象業務の質について、「情報漏えい件数」は削除

し守秘義務として取り扱う変更を行うことを要検討。 

【対応１】ご指摘のとおり対応。（資料３－２－１：５/299、資料３－２－２：

５/248） 

【論点２】マスターデータの移行について、明確に記載することを要検討。 

【対応２】ご指摘のとおり対応。具体的には、既存システムからのデータ抽出

は警察庁が実施し、事業者は警察庁が抽出したデータを次期システ

ムへデータロードするためのツールを作成、及び当該ツールに係る

技術的支援を行う。（資料３－２－１：42/299ほか、資料３－２－

２：38/248ほか） 

【論点３】入札不参加者に対するヒアリングについて、アンケートの結果把握

などにより一層尽力することを要検討。 

【対応３】今次、仕様書案は、ヒアリング不足の点を考慮し、意見招請を行っ
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た上で作成。入札辞退業者へのヒアリングの実施及びその結果の反

映については今後一層尽力の予定。 

【論点４】ドキュメント類をより一層開示することを要検討。 

【対応４】実施要項内に開示資料の一覧を添付。（資料３－２－１：288～

299/299、資料３－２－２：240～248/248） 

 

４．意見招請の対応について 

平成 28年 12月 27日から平成 29年１月 23 日まで実施した意見招請におい

て、プログラムＩに関して７件、プログラムⅡに関して７件の意見等がそれぞ

れ寄せられた（ⅠとⅡで重複あり）。このうち３件については意見等を踏まえ

必要な修正を行った（請負者が行うべき業務内容の明確化等）。また、その他

については事実関係の確認等に止まるものであり修正には至らなかった。 

 

以 上 


